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 本学は、国際社会の中の日本をグローバルな視点から学修するため、平成 27 年度

（2015 年度）に人間文化学部人間文化学科の再編を行い、従来の「情報ビジネスコー

ス」に国際協力分野を加え「国際情報ビジネスコース」を設置し、また、現在、令和 3

年度（2021年度）を目標に、人間文化学部人間文化学科を 2つのコース制から４つの専

攻に分け、その 1つとし「日本理解」専攻の設置を検討している。 

 そこで、人間文化学科の教育研究体制の見直しを機に、本学の国際化を一層推進する

観点から、下記のとおり「愛国学園大学国際化推進に関する方針」を策定し、グローバ

ル社会における本学の発展を期する。 

 

１． 学内の国際化 

 異なる価値観を持つ者同士が協同できるよう学内環境を整備することにより、外国人

留学生を積極的に受け入れ、文化社会の違い超えて活躍できる人材の育成を目指す。 

①外国人留学生の募集・受け入れを推進するため、日本語学校等と連携し各校が独自に

開催する校内進学説明会や各種団体が主催する外国人留学生を対象とした進学説明

会等に積極的に参加する。 

②外国人留学生の受験にあたっては、通常の個別相談に加え、必要に応じ外国出身の教

員が相談に応じるほか、リーフレット「留学生の皆さんへ」を作成・配布し説明する

ことにより、本学の教育内容や学生生活の様子等についての理解を促進する。 

③外国人留学生に対する授業料減免制度を継続し、支援体制の充実を図る。 

④日本人学生に対し、学園が実施するアメリカへの語学研修への参加を奨励する。 

⑤本学ホームページにおいて、英語等外国語による情報を掲載する。 

⑥外国人留学生を対象とし、異文化理解のための講義を設けたり、また、学生間交流を

推進するため「七夕祭」等の日本文化行事を開催する。 

 

２． 日本語教育の充実 

 外国人留学生が日本での学習を進めやすい環境を整備するため、日本語教育の充実を

図る。 

①異なる語学レベル・問題意識や関心を持つ学生が、それぞれの明確な目的意識を持っ

て取り組むことができるよう、指導の充実を図る。 

②漢字知識の習得による基礎学力の向上を目的として、本学独自の「全学漢字実力テス

ト」を実施し、結果を可視化することにより、レベルに合った学習へ導き、漢字学習

に対する意欲の維持・向上を図る。 

③日本語能力試験など公的な語学能力試験の受験を奨励し、到達度を図る指標として活

用する。 

 

３． 外国人留学生に対する就職支援 

 外国人留学生に対するキャリア支援体制を強化し、就職を希望する外国人留学生全員

の就職を目指す。 

①外国人留学生に特化した専門家による就職セミナーを実施するとともに、外国人留学

生の希望進路を掌握し，個々に合った就職支援を行う。 

②外国人留学生の就職先を積極的に開拓し、インターンシップへの参加を推奨し就業力



を育成する。 

③本学を卒業した外国人留学生に対し、卒業後もフォローアップを図っていく。 

 

４． 地域社会に対するグローバル化への貢献 

地域の国際交流活動に積極的に参画し、地域のグローバル化に貢献する。 

①四街道市及び四街道市教育委員会と共催で行っている「市民大学講座」において、世

界潮流と時代認識を深めるための講座や多文化理解を深めるための講座を提供する。 

②本学は、四街道市国際交流協会に法人会員として参加し、本学教員が理事に就任し 

ている。そこで、同協会が主催している「外国人による日本語スピーチ発表会」に 

本学の外国人留学生を参加させ、また、本学学園祭である「撫子祭」に同協会から 

の出展を要請する。なお、四街道市が行っている姉妹都市交流事業にも積極的に協 

力していく。 


